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【目的】 

 私は、15年間のサッカーキャリアで、Jリーグクラブ

に所属していたこと、大学在学中に様々な Jリーグクラ

ブの練習に参加したこと、相手として試合をしたことな

ど Jリーグを間近で感じられる経験が多くあった。その

中で、クラブの経営難、環境不足、リーグのレベル低下、

選手のモチベーション低下など実体験でしかわからない

厳しい現状を知った。 

一方で世界に目を向けてみるとドイツのブンデスリーガ

では、プレミアリーグに次ぐ 2番目にリーグ収入が高い。

また、リーグ大半のクラブが黒字経営を行っていてクラ

ブとしての土台が安定している。そういったブンデスリ

ーガの長所と Jリーグの欠点がマッチングするのではな

いかと考えた。 

 J リーグクラブの様々な欠点を知り不安を抱いた。そ

こで、これからの Jリーグの未来をより良いものにして

いくにはどうしていけば良いのかということを強く感じ

た。 

 

【方法】 

 Jリーグの発展、Jリーグクラブの成長のために、ドイ

ツのブンデスリーガを参考に分析する。ブンデスリーガ

は 1部リーグ 18クラブ中 14クラブが黒字経営を行って

いる。更に試合の平均入場者数が 42626人と世界と比べ

ても圧倒的なものがある。ボルシアドルトムントのホー

ムスタジアムであるシグナルイドナパークでは約 80000

人を収容でき、ボルシアドルトムントは毎試合満員近い

人々を動員している。また、2012-2013シーズン UEFAチ

ャンピオンズリーグではバイエルンミュンヘンとボルシ

アドルトムントが決勝進出を果たし、史上初となるドイ

ツ勢同士の決勝戦が実現した。そのようにブンデスリー

ガは経営、環境、クラブとしての実力と全ての面で優れ

ているリーグである。 

 そういったブンデスリーガの成功と Jリーグの現状を

踏まえ、ブンデスリーガと Jリーグのリーグ収入、クラ

ブ収入、入場者数、環境、国においてのリーグの規模な

どを分析し比較する。またブンデスリーガにおいてリー

グやクラブが成功した経緯や要因、どのような哲学や理

念で改革を行ってきたかを分析する。これらの分析や比

較を元に私が現場で感じたことをはじめとした Jリーグ

の多くの課題や厳しい現状の打開、J リーグにしかでき

ない新たな強みを作り出すためにということを提言する。 

 

【結果】 

J リーグでは、効率の悪い選手構成、練習場やクラブ

ハウスなどの環境問題、スタジアム問題など様々な課題

があったが、それらは全てクラブの経営難からくるもの

だった。またクラブの経営難は組織だけでなく選手の心

にも大きな影響を与えていた。なぜクラブの経営難が起

きているかを分析した結果、J リーグの人気低迷という

背景があった。その人気低迷の要因として、話題性の欠

如、リーグのレベル低下などがある。 

ブンデスリーガの成功の要因として、ドイツ国民の生

活の中心には常にサッカーがあり、人々の心にサッカー

が強く根付いていたことが大きく影響していた。そのこ

とが圧倒的な入場者数や商業収入の高さに繋がっていた。 

クラブとしてもそれぞれ独自の哲学や理念があり、クラ

ブとしてのビジョンや方向性がはっきりしていた。 

 

【考察】 

 現在の Jリーグクラブの大きな課題である経営難に対

して、クラブとしてサッカーの強化よりもまず経営の強

化に重きを置きクラブ運営を行う必要がある。 

 また、J リーグではライセンス制度やクラブのアカデ

ミースクールなど、ブンデスリーガをはじめ海外のリー

グから様々なことを学びいかしているが、J リーグ独自

の特徴や強みがないのが事実である。J リーグの最終的

な課題であるリーグの人気を回復するためには、1.日系

企業との連携 2.クラブにおいてサッカー組織以外の価

値を作り出す 3.選手への投資＜クラブへの投資 4.若

手育成の意識を強める 5.スタジアムの複合施設化 

6.他国のクラブとの繋がりを強める 7.ファンやサポー

ターの集結を目的としたクラブの合併、といったことを

J リーグ全体として行い、過去や他国との差別化となる

強みを作り出す必要がある。 

 


